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　2008年 7月の Google公式ブログによると，1兆個
の URLが確認されている 1）．1991年に生まれたWeb

はきわめて急速に，非常に広く世の中に受け入れられた
稀有なメディアと言えよう．コンピュータサイエンスの
歴史の中で，50年後にもWeb技術のインパクトは明
確に位置づけられることは確実である．2006年 12月
に，Time誌は person of the yearを「You」とした 2）．
特定の政治家，実業家，学者ではなく，ネットユーザ全
般を示唆する「You」を記載した表紙は読者に新鮮な驚
きを与えた．Web上でCGM，UGC☆1とも呼ばれる個々
人の意見発露が可能となり，それが社会を動かし始め，

はじめに 製品改良に影響を与え，ユーザニーズに即したサービス
を生み出すに至ると同時に，政党が政策アピールに活用
するなど，政治手法にも影響を与えつつある．Time誌
のメッセージは，非常に大きく社会に影響を与えること
を可能とするメディアの出現によって従来にない新しい
時代に突入したことを鮮明に表現している．
　さて，本 Socio Senseプロジェクトは 2003年から
開始されたが，Webが社会を大きく動かすメディアに
なるであろうとの想定の中で，その特性を十二分に活用
し，検索エンジンとは異なる新たな価値創出を目指して
きた．

【 Socio Sense 】
　現在，人々は 2つの世界，すなわち，実世界とWeb

の世界で生活をしていると言える（図 -1）．とりわけ，
インターネットを介したWebの利用は広く浸透し，ペー
ジの検索や閲覧，商品の購買，ブログでの日々の行動の

☆ 1 CGM（Consumer Generated Media），UGC（User Generated 
Content）は消費者発の情報を集約・共有するWebサイト，および
そのコンテンツを指す．代表的なものに，ブログ，クチコミサイト，
写真・動画共有サイトなど．
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紹介など多くの時間をネット上で過ごすようになりつつ
ある．それと並行し，近年では，重要なアナウンスはほ
とんどWeb上でもなされるようになり，最初の情報発
信メディアとしてWebを取り上げることさえ進んでい
る．すなわち，Webは実社会を映す鏡，あるいは，実
社会の動きを把握するための「センサ」として利用でき
るのではないかと考え，社会分析のためのツールとして
Socio Senseなるシステムを開発してきた．
　Web上の情報を分析すること自体は，広くなされて
いるわけであるが，実際に利用可能なツールは現時点で
は検索エンジンしかない．もちろん検索エンジンに関し
ては，非常に多くの研究・改良がなされているものの，
あくまでも，検索語と広告の紐付けによるビジネスモデ
ルに依存していることから，分析という観点での利用し
やすさは必ずしも十分とは言えない．第 1に，検索エ
ンジンは検索語を含むドキュメントを検索結果として戻
すことを原則としているが，ある分野に関して分析をす
る場合，特定の検索語に強く影響されることなく，関連
する多様な情報を俯瞰できる機能が望まれる．第 2に，
検索エンジンは現在のスナップショットに対しての検索
を可能とするものであり，過去の情報は原則アクセスで
きないという限界がある．情報分析をする場合，現時点
での状況だけではなく，過去からの現在に至る経緯，時
系列的な発展過程を見ることが現象の理解に大きく貢献
することは明白であり，Webアーカイブ基盤の構築は
重要と言える．
　このような問題認識から，現行の検索エンジンでは利
用しにくい，あるいは，提供されていない分析機能を研
究開発のターゲットとした．

【 Web アーカイブ基盤 】
　過去からの経緯を解析するためには，当然のことなが
ら，長期間にわたるWebデータを保存したWebアー
カイブの構築が不可欠である．東大では 1999年より，

Webクローリングを開始し，現在まで 10年にわたる
収集量は約 100億ページに達する．Web空間全体では
なく，.comを含め日本語で書かれたページのみを対象
として収集してきた．これは，大学の一研究室が全世界
のWebページを連続的に収集することはそもそも体力
的に不可能であるとの判断による．図 -2にWebアー
カイブの規模の推移を示す．最大のWebアーカイブ保
有機関は米国 Internet Archive（IA）3）であるが，そ
のWebサイトの情報によれば全世界 850億ページを有
するとされている．当該機関はコレクションに大きな
興味があると想定され，当初より ALEXA社よりページ
データの提供を受けてきた．現在は，IIPC（International 

Internet Preservation Consortium）の中核機関とし
て，クロールツールを開発するとともにWebアーカイ
ブの構築を開始しようとする諸外国に技術供与をし，自
身でもクロールを行いつつある．そのほか，海外ではオー
ストラリア，スウェーデン，デンマーク，フランス，ノ
ルウェー，イギリス等において，図書館が中心となり，
Webアーカイブの構築に取り組んでいるが，その多く
は，人手によって特定したサイトを収集する方式を採
用しており，規模的には小さなものにとどまっている．
我が国では 2002年から国会図書館が「WARP（現イン
ターネット情報選択的蓄積事業）」なるプロジェクトに
おいて約 2000サイトを対象にアーカイブを構築しつつ
ある．
　IAを始めとするWebアーカイビングプロジェクトは
一括収集を固定周期で繰り返しており，その周期は最短
でも 1カ月程度である．Webページの更新頻度はさま
ざまであり，ニュースサイトのように日々更新されるも
のもあれば，1年に一度程度の更新しかないサイトも数
多くあるため，これらを一様な時間間隔で収集すること
は適切ではない．これに対し，本Webアーカイブにお
いては，ページごとに更新頻度を観察し，各ページの収
集間隔をその更新間隔に適応させる制御を 2005年以降
導入している 4）．
　また，2003年，IAでは Recallなるサービスを行っ
たことがあるが，現在は停止しており，現時点で分析
ツールは提供されていない．Socio Senseでは蓄積し
たコンテンツに対し，語に関する情報を集約したターム
インデックス，リンクに関する情報を集約したグラフイ
ンデックス，URLごとの複数バージョン情報を集約し
た時系列インデックス，コミュニティ抽出（後述）やス
パム判定の結果を格納した属性インデックスなど，多様
なインデックスを付与し，大量のコンテンツをさまざま
な角度から柔軟に分析するための基盤を形成している．

図 -2　Web アーカイブの規模の推移
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【 Web 空間における構造の俯瞰 】
　情報分析において，対象となるトピックスに関連する
情報空間の俯瞰機構は必須である．Socio Senseでは，
Webコミュニティ技術を利用し，俯瞰機構を実現した．
互いに関連するページ群は稠密なグラフ構造を形成する
ことから，Webコミュニティの抽出実験がなされ，い
くつかの興味深い抽出結果が示されたものの 5），コミュ
ニティ間の関連については検討されていなかった．本プ
ロジェクトでは独自の手法により，コミュニティを単位
とするWeb空間の地図を作る手法，ならびに，コミュ
ニティ間の関連を表すリンクをたどる等当該地図をイン
タラクティブに操作可能なシステムを開発した 6）．
　図 -3はコンピュータ関連の地図を描いたものである
が，IBM，HP，日立などのサーバベンダのコミュニティ
の周辺に，マイクロソフト，オラクルなどが含まれるソ
フトウェアベンダのコミュニティが接続されており，さ
らに，最近では，セキュリティ関連の製品が数多く開発
されていることから，シマンテックやトレンドマイクロ
などが含まれるセキュリティベンダのコミュニティへと
辿ってゆけることが分かる．このように，コンピュータ
関連の産業連関図のようなものを自動的に抽出すること
ができる．対象とする分野に対して，関連あるいは競合

企業を把握するなど，分野の概要を一目で捉えることが
できる本俯瞰機能は大変有用である．さらに，コミュニ
ティ内のメンバを一覧表示することや，コミュニティ間
の接続リンクの強さをグラフ描画のパラメタとし，強い
接続関係のみを表示させるなど，柔軟なインタラクショ
ンを可能としている．

【 Web 空間の時系列分析 】
　一般に，現時点での状況のみを見るのではなく，過去
からの流れを見ることにより，対象への理解が大きく深
まることは多々あることと言える．長期にわたるWeb

アーカイブ基盤の構築により，大局的な動きを把握する
ことが可能となる．直感的には先に示した図 -3を時系
列的に複数枚用意し，それを自由自在に串刺しにして見
ることが理想となるが，3次元的な可視化機能は現時点
では実装されておらず，今後の課題である．
　手法の詳細は文献 7）にゆずるが，図 -4に，2001年
9月に発生した同時多発テロ直後の 10月にクロールし
たデータを元に，前後でのテロに関するコミュニティ
の変化を示す．これは左から右に年代ごとのコミュニ
ティ形成の推移を示したものである．9.11事件以前に
は，テロに対しての日本での意識はきわめて低く，わず

図 -3　Web 空間の構造俯瞰図
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かな数のコミュニティしか存在しなかったのに対し，当
該事件以降，多く語られるに至り，義捐金を募るコミュ
ニティ，報復攻撃に反対するコミュニティなど多様なコ
ミュニティが発生していることが分かった．なお，図中
の四角はコミュニティを示し，その中にコミュニティを
形成する個々の URLを示しており，四角の横のつなが
りを示す線は年代ごとの対応するコミュニティを示す．
　図 -5には，銀行のコミュニティに関する変化を示す．
最上段の 1行は，一般の銀行コミュニティを示す．2段
目を見ると，2001年に 1つコミュニティが発生してい
ることが分かる．この年に多数のインターネット銀行が
生まれており，図で薄赤色の URLは新規に発生したも
のを示している．ソニー銀行やジャパンネット銀行等が
含まれていることが読み取れよう．右に，すなわち，時
間が経過するのを追うと，2003年には 1段目の銀行の
コミュニティと一緒になってしまっている．これは，通
常の銀行もインターネット銀行が提供する機能を提供す

るに至り，区別する特徴が少なくなり，ページ作成者の
リンクの張り方に変化が起きたと推察される．コミュニ
ティ抽出技術が社会の受け止め方を浮き彫りにしたとも
見なせる．

【 Web の時空間分析 】
　コミュニティを対象とした時間変化は大きな挙動を見
る場合には適しているものの，マーケティング等の業界
解析には，より微視的な挙動分析を行いたい場合も多々
発生する．図 -6は，i-modeの検索エンジンサイトに
関して，Webグラフの時系列変化を表示したものであ
る．ここで，図中の四角はコミュニティではなく，サ
イトを指す．また，本ツールでは，サイトの空間配置に
絶対的な意味付けはないが，各年の図において，同じ
サイトは同じ座標位置にレイアウトされる．図におい
て，赤いサイトは前年にはなく当該年に新たに発生した
サイトであることを示す．1999年にはOh-newなど

図 -4　Web の時系列変化分析（テロ）

図 -5　Web の時系列変化分析（銀行業界）
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のサービスが有名であったが，翌年には
Yahoo!や Lycosが参入し，さらに時間
を経て，右下に目を転ずると，グラフの
稠密個所が 1999年には左上にあったも
のが 2003年には右下に移動しており，
業界のパワーシフトを容易に読み取るこ
とができる．

【 ブログフィードの時空間解析 】
　テクノラティによれば，日本語で記載
されたブログの量は英語のそれを上回る
とされており，我が国におけるブログメ
ディアの普及は著しく，その解析は有用
と言える．キーワードごとの日ごとのブ
ログ量によるトレンド紹介は広くなされ
ているところであるが，構造解析は筆者
らの知る限り見当たらない．図 -7は「生
協の白石さん」のブログフィードの発展
過程を追跡したものである．(a)を見る
と左の中心にあるサイトが人気の高いイ
ンフルエンサであり，ほとんどのブロ
ガーは当該サイトを引用して記事を書い
ていることが分かる．時間を巻き戻し，
約 1カ月前に遡った時点での状況が (b)

であり，この時点で当該サイトが生まれ
たことが分かる．さらに遡ったのが (c)

であり，実は，図中の右にあるサイトが
火つけ役となった起点であることが判明
する．このように，時空間解析をするこ
とにより，ブログの数だけではなく，よ
り深い情報を得ることが可能となる．な
お，図では 3つのスナップショットを 図 -7　「生協の白石さん」に関するブログの推移

図 -6　Web の時空間分析（i-mode 用検索
エンジンの変遷）

（a）

（b）

（c）
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示したが，ツールは連続的に変化を表示することが可能
であり，Web空間の時間的構造変化をタイムマシンの
ように把握することができる．

【 大型高精細可視化システム 】
　いくつかのWeb空間分析ツールを開発したが，通常
サイズのディスプレイでは結果を表示・把握することが
極度に困難であることから，図 -8に示すように，15個
の個別ディスプレイを結合した大規模壁面ディスプレイ
上に高精細可視化システムを構築した．当該システムに
おいては，千個以上のコミュニティを同時に俯瞰し，イ
ンタラクティブに閲覧が可能であり，また，コミュニティ
の時系列変化についても同時に閲覧可能となっている．

【 その他の適用事例 】
　電通，新井教授（専修大）との共同研究により，
Socio Senseのマーケティング分野への利用に関し，
消費財に適用し，テレビなどへのマス広告とブログ反応
の関係を解析し，両者には強い相関があることを明らか
にするとともに，ブロガーがどのような側面に強く反応
するかを解析し，日本広告学会に発表した 8）．ブログの
キーワード抽出に関しては本年 3月より nikkansports.

comの社会面において継続的に開発したツールが利用
されている．
　アーカイブを利用することによる新語の形成解析も進
めた．ブログ等では辞書にはない砕けた表現が多用され
ることから，Webの解析においては新語の獲得は重要
な課題と言えるが，同時に，アーカイブを利用すること
により，その語が社会に受け入れられる様子を把握する
ことが可能となる．詳細は省略するが，機械学習を利用
することにより，「ハラシマる」「バモる」「ファブる」「モ
フる」等多くの新語を獲得した．たとえば，「ハラシマる」
は，原稿という単語の「稿」の漢字を「縞」と間違え，「原

稿を書く」を「原縞を書く」と書いたことが発端で，と
りわけ同人誌の執筆者の間で，必死に書きものをする際
にハラシマ（原縞）ると表現するようになったようであ
る．その他有名なものとしては，Googleを利用するこ
とを「ググる」と記載することが多い．また，最近は花
粉症に悩む人々が増え「ファブる」という言葉が生まれ
ている．これはファブリーズという商品からきている．
これらの新語の利用頻度（百万文当たりの出現頻度）を
Webページ数で正規化したものを図 -9，10に示す．一
般的な語，マズい等の語では，利用頻度は変化がないこ
とも分かる．言語学者との共同研究も少しずつ始めつつ
ある 9）．

　リーディングプロジェクト e-Societyにおいて開発を
進めてきた Socio Senseなるシステムについてその概
要を紹介した．構築してきた 10年にわたる 100億ペー
ジWebアーカイブは世界的に見ても Internet Archive

に次いで大きな存在であり，日本におけるWeb文化の
資産と見なすこともできよう．また，当該アーカイブ基
盤上で，多様な社会分析ツールを開発するとともに，そ
の利用形態ならびに有効性を紹介した．分析対象も，ま

おわりに

図 -9　新造語「ググる」の時系列頻度

図 -10　既存語「マズい」の時系列頻度

図 -8　大規模壁面ディスプレイによる高精細可視化システム
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た，分析したい切り口も多様であることから，すべての
要求に対応可能な万能ツールの開発は困難であると判断
し，多様なツールを用意し，ユーザが目的に応じてそれ
らを駆使して分析を進めるという利用形態を描いた．巨
大なWebデータの収集から始め，膨大なデータの管理
基盤を構築し，さらに，種々の分析ツールの構築を行う
という一連の作業を行うには 5年という期間は決して
十分とは言えなかったものの，Webを介して実社会の
動きをセンスするアプローチについては確かな手応えを
得ることができた．Socio Senseはまだまだ未熟なシ
ステムであり，さらなる開発が不可欠であるが，本稿に
より，わずかながらでもそのポテンシャルにご興味をい
ただければ幸甚である．
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